
◎ 持続的な木材供給が可能な森林づくり
【新】【集】

1

[100404]

*再造林面積：420ha（2024年度）

森林づくり推進課 R６予算

【新】【集】

2

[100501]

*再造林面積：420ha（2024年度）

鳥獣対策室 R６予算

【集】

3

[100404]

*再造林面積：420ha（2024年度）

森林づくり推進課 R６予算

【集】

4

[100202]

*新規林業就業者数：120人（2024年度）

信州の木活用課 R６予算

信州の森林づくり事業補助
金（人工造林・初期保育の
嵩上げ）

　　　※ 【新】：新規事業　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　 【共】：県民参加型予算（提案・共創型）
　　　　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業　　【選】：県民参加型予算（提案・選定型）
　　　　　【集】：知事との県民対話集会での提案、要望等対応事業

林務部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

再造林省力化モデル推進
事業費

再造林の省力化を図るため、伐採後の木材及び苗木、ニホンジカ防護柵等の
造林用資材の運搬に必要な架線の設置・撤去に係る経費や自走式下刈り機
等のリース経費を支援します。

【●】・事業主体　　市町村、森林組合、民間事業体　等
【●】・補助率等　　架線系集材による省力化　定額
　　　　　　　　　　　・植栽・下刈りに係る省力化　9/10以内

10,000 R５当初 0

再造林推進シカ捕獲サ
ポート事業費

再造林後の森林の確実な更新を図るため、ニホンジカ等の食害から植林後の
苗木を守るためのわなの見回りや機器の保守作業等の活動経費を支援しま
す。

【●】・事業主体　　市町村
【●】・補助率　　 　10/10以内

3,000 R５当初 0

主伐・再造林の加速化を図るため、森林所有者の費用負担が大きい主伐後の
再造林や初期保育作業等に係る経費を支援します。

【●】・事業主体　　市町村、森林組合、民間事業体　等
【●】・補助率　　 　10/10（造林作業等に係る標準的な経費に対する補助率）

161,580 R５当初 93,600

信州の森林で働く人材確保
推進事業費

新たに県内の林業に従事する県外からの移住者や他産業からの転職者等の
就業を促進するため、移住や転職に要する経費の支援や相談窓口を設置しま
す。

【●】・他都道府県からの移住者に対し、移住経費を支援
【●】・（単身世帯 最大 60万円、2人以上世帯 最大100万円）
【●】・転職者に対し、転職に要する経費を支援（10万円/人）
【拡】・移住して林業に就業する新卒者に対し、移住経費（60万円/人）や
【○】・就業準備経費（10万円/人）を支援
【●】・先輩就業者による相談窓口を設置

27,596 R５当初 27,596

(林務部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【集】

5

[100202]

*新規林業就業者数：120人（2024年度）

信州の木活用課 R６予算

【新】【地】【集】

6

[100202]

*人材育成プログラムの構築：2件（2024年度）

信州の木活用課 R６予算

【新】【選】

7

[100202]

*木質空間づくりＤＩＹキットの開発：1式（2024年度）

信州の木活用課 R６予算

8

[100301]

*県民のペレットストーブ等購入支援台数：88件(2024年度)

県産材利用推進室 R６予算

木曽地域材製品・ＤＩＹキッ
ト開発事業費

木曽産木製品等の開発を通じて林業・木材産業の人材確保・育成につなげる
ため、木工の歴史と伝統が継承される木曽ならではの付加価値の高い「新たな
木製品」の開発・試作や地域住民ら誰もが日常生活で使える「木質空間づくり
ＤＩＹキット」の開発・活用実践に取り組みます。

【●】・高付加価値化に向けた新たな木製品の開発
【●】・地域内での利用拡大に向けたＤＩＹキットの開発

5,640 R５当初 0

木質バイオマス循環利用
普及促進事業費

森林資源を生かした木質バイオマスを県内で循環利用し、再生可能エネル
ギーの地消地産を推進するため、ペレットストーブ・ボイラーの導入を支援し、
県内産ペレットの更なる消費拡大を図ります。

【●】・事業主体    市町村
【●】・補助率　　　 3/4以内（事業費100千円を上限）

6,600 R５当初 6,922

多様な林業の担い手確保
育成事業費

多様な人材を林業への新規就業につなげるため、兼業者の雇用や職場環境
改善等の取組を行う林業事業体を支援するとともに、職業としての林業の認知
度向上に取り組みます。

【拡】・林業に関するＰＲ活動及び林業就業に関する情報を一元的に発信
【●】・新規就業者の機械類購入など初期投資に対する支援（上限10万円）
【拡】・業種の枠を超えて働きたい人と雇用したい林業事業者をマッチング
【●】・するためのニーズ調査等を実施
【●】・就業環境向上に対する支援（補助率1/2以内、1/3以内）
【拡】・林業の創業等に必要な初期投資に対する支援（補助率1/2以内）

30,953 R５当初 15,530

木曽谷・伊那谷フォレストバ
レー形成事業費

木曽谷・伊那谷地域に集積している人材育成機関及び試験研究機関の連携
(フォレストバレーの形成)による森林・林業を支える人材の育成及びイノベー
ション創出を図るため、フォレストバレーの運営協議会の新設と人材育成・創業
支援プログラムを構築します。

【●】・木曽谷・伊那谷フォレストバレー構想の運営体制の構築
【●】・森林・林業に関する人材育成プログラムの構築

6,783 R５当初 0

(林務部-2)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【集】

9 ウッドもっとつなぐ事業費

[100301]

*水平・垂直連携体制の構築：2件（2024年度）

県産材利用推進室 R６予算

10

[100301]

*支援件数：6件(2024年度)

県産材利用推進室 R６予算

【新】【選】

11

[100301]

*出品事業者数：20者(2024年度)

県産材利用推進室 R６予算

上伊那地域材利活用促進
事業費

上伊那地域内における森林資源の循環利用を推進するため、地域の関係者
による協議会を設置し、地域材製品を一括してPRする場の開設や認知度の向
上とともに、実際に手に取る機会を創出するなど、リアルとオンラインを組み合
わせた取組により地消地産、地域内経済循環を促進します。

【●】・地域材製品の情報を入手できるアンテナショップの設置
【●】・スマートフォンなどで地域材製品を購入できるＥＣサイトの開設
【●】・地域材製品の展示・販売や子ども向け木工体験等を行う青空市の開催

8,405 R５当初 0

安定した木材流通体制を構築し、多様なニーズに対応するため、「信州ウッド
コーディネーター」を配置し、県内木材加工事業者等による連携体制を構築す
るとともに、県内の木材流通状況の把握や県産材製品を手軽に入手できる環
境整備に取り組みます。

【●】・都市圏の自治体等への訪問による県産材製品のPR及びマッチング
【●】・県内木材加工事業者等による連携体制等の構築に向けた調整　等
【拡】・県内の木材市況や木材流通状況等の調査
【拡】・県産材製品に関する情報発信の強化

12,500 R５当初 7,000

ウッドチェンジ普及促進支
援事業費

県産材の需要拡大に向け、生活用品等をプラスチック・金属製品から木質製
品へ転換するため、県産材製品等の魅力の向上及び販路開拓を支援します。

【●】・事業主体　　民間事業者・団体　等
【●】・補助率　　　 1/2以内

12,000 R５当初 12,000

(林務部-3)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 県民が恩恵を享受できる森林づくり
【地】【集】

12

[100203]

*森林サービス産業に取り組む地域（プロジェクト）数：10地域（2024年度）

信州の木活用課 R６予算

◎ 県民の暮らしを守る森林づくり
【地】【集】

13 市町村森林整備支援事業費

[100101]

*市町村による森林整備（森林病害虫以外）実施箇所数：88箇所（2024年度）

*市町村による森林病害虫対策実施量：3,080㎥（2024年度）

森林政策課 R６予算

14

[100501]

*ニホンジカの捕獲数：29,306頭（2022年度）→40,000頭（2024年度）

鳥獣対策室 R６予算

森林サービス産業総合対策
事業費

森林空間を健康増進や教育、観光などの多様な分野で活用するため、森林
サービス産業の創業や活動に必要な施設整備等の支援、相談体制の整備を
行うとともに、質の高いサービスを提供できる人材を育成します。

【拡】・安全なフィールド活動のための森林空間整備・施設整備への支援
【●】・地域の里山や学校林を活用した森林環境教育
【拡】・森林サービス産業の創業・活動支援、相談体制の整備
【●】・森林の里親契約など企業連携支援
【●】・地域コーディネーター等人材育成研修　等
　　　  事業主体　　県、市町村、団体　等
　　　　補助率　　　 10/10以内、9/10以内、1/2以内

39,561 R５当初 25,854

ライフライン沿いの森林整備や病害虫被害対策など、住民生活に直結する各
地域の課題に対応するために市町村が実施する森林整備の取組を支援しま
す。

【●】・ライフライン等の保全のための支障木等の伐採
【●】・ツキノワグマ等の野生鳥獣による被害防止のための緩衝帯の整備
【●】・観光地の魅力向上のための森林整備
【●】・病害虫被害による初期段階における被害木処理や枯損木の有効活用

175,300 R５当初 166,512

ICTを活用した獣害対策事
業費

デジタル技術等を活用し、ツキノワグマ等の動物の行動監視や効果的なニホ
ンジカ捕獲の実証を行い、安全で効率的な獣害対策を普及します。

【●】・センサーカメラ等によるモニタリングとICTを活用した監視及び捕獲の
　　　　実証
【●】・ニホンジカの生息拡大地域等での効果的な捕獲体制の推進
【●】・実証結果を踏まえた効率的な捕獲手法の普及

37,400 R５当初 42,400

(林務部-4)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

15 補助公共事業費

[100204][100401][100404]

信州の木活用課

森林づくり推進課 R６予算

[債務負担行為額]

16 県単独公共事業費

（一部再掲）

[100204][100401][100404]

信州の木活用課

森林づくり推進課 R６予算

17 直轄事業負担金

森林づくり推進課 R６予算

森林資源を有効活用するための林道等の路網整備、山地災害を防止するた
めの治山施設等の整備、森林を健全な姿で次世代に引き継ぐための間伐等
の森林整備に取り組みます。

6,672,822 R５当初 6,417,090

[784,900] [R5.11月補正] [1,398,400]

重要路線の安全な通行を確保するための林道の整備、小規模な荒廃山地等
の復旧、森林づくり県民税を活用した防災・減災対策、里山整備等を目的とし
た森林の整備に取り組みます。

667,875 R５当初 560,442

[R5.9月補正] [369,231]

国が進める松川入地区、小渋川地区、姫川地区における治山施設等の整備
事業に対して法令に基づく負担金を支出します。

454,000 R５当初 340,000

[R5.11月補正] [36,300]

区　分
林　道 889,673 千円
治　山 3,964,503 千円
造　林 1,818,646 千円

計 6,672,822 千円

予算額

区　分
林　道 10,260 千円
治　山 261,396 千円
造　林 396,219 千円

計 667,875 千円

予算額

区　分
治　山 454,000 千円

計 454,000 千円

予算額

(林務部-5)


